




































だったのですが、今は 75 パーセントに低下しています。仏教は実はナンバー3 の宗教と言っ
てもいいほど伸びています。キリスト教と比べるとかなり少ないのですけれども、全米人口の
1.2パーセントであり、350万人ほどが仏教徒ということです。 
 そして興味深いことは、無所属派が 50年前には 1パーセントだったのですけれども、今は
19パーセントと大幅に増えているのです。どの宗教にも所属していない人々が全米人口の 19

























































体」ではなく「個人」。2 つ目は「普段」ではなく「聖」なるもの。そして 3 つ目は「知的」
のみではなく身体全体で「体験」することが含まれるのです。ですから、個々の聖なる体験、
これは新しい宗教形態だと言えるのです。 



































たものです。その代表的なものとして、Insight Meditation Societyという教団が挙げられます。 
 そしてこのマインドフルネスという言葉のアメリカでの更なる使用法ですけれども、英語で
は「be mindful」と言うと、「注意しなさい」ということで、日常的にでもよく使います。運








４．「マインドフルネス」の発展 ― 初期 
 それでは次のマインドフルネスの発展のことについて話させていただきたいと思います。初








 その後、先ほど言った Insight Meditation Societyの創立者の一人であるジャック・コーフ






































































































































 最後ですが、これは非常に面白い点なのです。このMindful America（マインドフル アメ
リカ）という本は、私の友達のジェフ・ウィルソン准教授が書いたものです。そこで彼は、こ
のマインドフルネス・ブームという現象を、非常に面白く評価しているのです。それは、マイ
ンドフルネス・ブームがアメリカにおける「現世利益」だと見ているのです！仏教がアジアに
広まった一つの理由は、悟るためだけではないことは明らかですね。それだけだったら、仏教
徒はごく限られた数になっていたと思います。特に日本では死者儀礼と合体したことでこれほ
ど普及したと言えると思うのです。アメリカで仏教に改宗するような人々は、死者儀礼にはほ
とんど興味を持ちません。仏教に死者儀礼を求めるのではありません。何を求めるかというと、
マインドフルネスなどのメディテーションなのです。現代人の日常のいろいろな問題を和らげ
てくれる効果があることから、ジェフ・ウィルソン助教授は「マインドフルネスはアメリカの
現世利益的である」と評価するのです。 
 どうもありがとうございました。 
 
 
 
